






10 時、阪急・長岡天神駅に集
合

極殿─向日神社─乙訓寺─光
明寺─西山公園体育館─走田
神社─長岡天満宮─ナガスポ
参加費 100 円
※ナガスポウオーキング同会

央口、京都劇場前に集合

※京都府ウオーキング協会　

口、京都劇場前に集合

─おたべ工房
駅

※京都府ウオーキング協会

おとくに 街角 インフォメーション

 光明寺裏の放生池で、蝶の森を作るために、ど
んぐりを植える。また、自然の素材を使う工作や、
遊びも楽しむ。

高校生以下は無料。昼食持参を。申し込みは「乙
訓の自然を守る会」で検索できるホームページの

 ⾧岡京市の生涯学習団体交流室のわくわく講座

組み合わせて、俳句感覚で、新春にふさわしい漢
詩を作る。講師は近畿漢詩連盟の佐藤煒水会⾧。

 
 ダンスを楽しみ、子育て応援を─と、⾧岡京市

   
午後 時半から、京都府⾧岡京記念文化会館で開く。

している。今回のライブでは、幼稚園児から高校

入場無料。
 ※詳しくは武田さん

 
 

細見美音子さん、風刺マンガ・ミシマ アユミさ
ん、版画・井上五月さんの作品。入場無料。
 「鯨の髭をみがく」稲田浩作品展は、 、

コーディオン・中村メイ、ボーカル・ミス ピン

 
 乙訓の文化遺産を守る会は、総会・記念講演会

 総会後の記念講演は「乙訓の文化遺産と向日町」
がテーマ。向日市文化資料館館⾧の玉城玲子さん
が「『乙訓』の地域認識」、京都大名誉教授の高木
博志さんが「向日町と向日庵」について、それぞ
れ話す。

守る会のホームページがある。
 ※申し込みなどは岡本さん

 大山崎町文化協会は「ヴァイオリンとチェロに

 出演は、ともに京都市立芸大出身のヴァイオリ

一周」、「幸せなら手をたたこう」など。
 大山崎町の文化を発展させようと開催する。入
場無料、申し込み不要。
 ※文化協会の田中さん



フォークソング、楽しもう

このコーナーでは、乙訓地域にゆかりのある方々をご紹介いたします。このコーナーでは、乙訓地域にゆかりのある方々をご紹介いたします。

　アサギマダラは、半透明の水色に黒い縁取りが美

しい蝶。初夏に、台湾など南方から日本に渡ってき

て、次の世代が育つ。

　秋に、蜜を吸うためのフジバカマは、京都では事

実上、絶滅した。しかし、ヒヨドリバナなどの蜜に

ありついて、南に帰る。

　ヒヨドリバナは、光明寺の裏山などにも生育して

いるので、アサギマダラを見つけることができるか

も…。秋の楽しみに。

　　時。長岡京写真クラブ展。季節を感じる
　　作品。入場無料。

　来迎寺マルシェ

　　本の交換、竹工作、たい肥回収、切り絵
　　や送り文字ワークショップ。手編み製品
　　などの販売もある。入場自由。

　大山崎ライブラリーフレンズ　読書会

　　21 時。テーマ「森」に合う各種の本を持

　　合は事前に連絡を。見学もできる。

「すいようフォーク」
 向日市で毎月開く

戸田　義雄 さん

　向日市観光交流センター・まちて

ライブ『すいようフォーク』が開か
れている。主催は、戸田義雄さん

uddy』。高校生の時からフォークソ
ングに魅せられた戸田さんは「しっ
かり声を出して、素直に歌うように
心掛けています。お客さんが楽しめ

アサギマダラおとくにの

観る・聴く 催し・展覧会

、 。前売り一般1千 200

　時事問題研究会・講演会

　　三英子さんが「あの時、世界は─メルケ
　　ル元首相の回顧録から─」をテーマに話

　長岡シティアンサンブル
　　　　　第 35 回オータムコンサート

　　※長岡シティアンサンブル

て、また来たいと思っていただけれ
ば…」と願う。

まで。ゲストグループも出演する。
定員 40 人、入場料は 100 円カンパ。
詳細は『すいようフォーク』フェイ
スブックに。戸田さんは「来年、後
期高齢ですが、体力の続く限り」と
自然体だ。








